
災害時要配慮者の避難訓練実施計画（案） 

R3.4.26 

１ 目的 

   非常変災を想定し、地域ぐるみの避難訓練を実施し神経難病患者の災害時要配

慮者が安全に避難できる体制（共助）を探り、地域の災害時要配慮者の避難体制

の構築につなげる。また関係機関の連携強化を図る。 

２ 目標 

  １）患者・家族・支援者が、平常時から災害危機管理意識を高めることができる。 

  ２）患者・家族が、災害発生時における具体的な避難行動が理解できる。 

  ３）支援者等が、地域の災害時要配慮者の災害時避難行動について考えることが

できる。   

３ 避難訓練実施対象者 

 ALS患者（寝たきり、人工呼吸器装着、車椅子移動、胃ろう）  

岩本 豊氏 … 作山南自治会 7班会員 

≪参加者≫ 

 

 

 

 

 

４ 実施期間 

  令和３年５月～１０月 

５ 内容 

  避難訓練実施計画に基づき、災害時避難行動シミュレーションを実際に行う。 

６ 方法 

  １）地域住民や支援者へ避難訓練について説明し、参加の同意を得る。 

  ２）近隣住民を含めた支援者で顔合わせを実施し、患者の平常時の状態を知る。 

  ３）訪問看護師の指導を受け、患者の移乗、移動を実際に行い、注意点を学ぶ。 

  ４）患者・家族・地域住民・支援者が、「たかまつ防災マップ（地域コミュニティ

別ハザードマップ）」を活用し、具体的な避難訓練の方法や避難経路、役割分

担を話し合う。 

  ５）患者・家族・地域住民・支援者が計画に基づいて避難訓練を実施する。 

  ６）実施後、参加者で感想や改善点を話し合う。 

 

古田（作山南自治会長）、黒川（同自治会防災担当）、長尾（高松市健康づく

り推進課保健師）、小林（勝賀保健ステーション保健師）、石尾（高松市社会

福祉協議会）、尾崎（在宅ケアステーションみちしるべ副所長）、横関（民生

委員）、担当者（ケアサービスかがわ）、○○・○○（他の協力者？） 

 



７ スケジュール 

4/8（木）事前検討会 

・参加 … 長尾、小林、岩本 

・内容 … 関係者への案内、避難訓練計画案作成等 

5/31（月）第 1回検討会 … 香西南町の対象者宅 

・参加 … 古田、黒川、長尾、小林、石尾、尾崎、岩本 

・内容 … 対象者の理解、避難訓練計画案検討、今後の予定確認等 

※8/6 17:00～ご近所 5軒に協力依頼の訪問（依頼文作成） 

           参加者：長尾、石尾、岩本 

9/26（日）避難訓練（雨天順延:10/10） … 香西南町の対象者宅 

・参加 … 第 1回検討会で日時・参加者等確認 

・内容 … 避難手順確認（実技指導含む）、諸注意、避難、感想等 

自宅ベッド → 一時避難場所へ避難 → 自宅ベッド 

      ※移乗等の実技指導はみちしるべ看護師にお願いする。 

      ※一時避難場所では受け入れ体制等を確認する。 

10月中  事後まとめ 

・参加 … 長尾、小林、石尾、岩本 

・問題点等を把握、改善策を検討 

８ 評価 

   アンケートを作成し、避難訓練実施後に参加者へ記載を依頼する。アンケート

を集計し、災害時要配慮者の避難の問題点、今後の課題等を検討する。 

９ 主催 高松市健康づくり推進課 

共催 日本 ALS協会香川県支部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



古田（作山南自治会長）、黒川（同自治会防災担当）、長尾（高松市健康づく

り推進課保健師）、小林（勝賀保健ステーション保健師）、石尾（高松市社会

福祉協議会）、尾崎（在宅ケアステーションみちしるべ副所長）、横関（民生

委員）、担当者（ケアサービスかがわ）、○○・○○（他の協力者？） 

 

当日の避難訓練について（案） 

 

１ 日時 

  令和３年９月２６日（日）10：30～（雨天順延：１０月１０日（日） 

２ 参加者 

   

 

 

 

 

３ 内容 

・避難手順確認、実技指導、諸注意、避難、感想等 

・自宅ベッド → 一時避難場所へ避難 → 自宅ベッド 

 ※移乗等の実技指導はみちしるべ看護師にお願いする。 

※一時避難場所では受け入れ体制等を確認する。 

４ 避難場所  一時避難場所  ケアサービスかがわ 

二次避難場所  高松医療センターorみちしるべ 

５ 避難手順 

≪昇降機を使って避難する場合…4人（家族+協力者 3人）≫ 

① 車椅子をベッドの横にセットする。 

② 呼吸器を車椅子の背バッグに入れる。 

③ 患者をベッドから平らな車椅子に乗せる。  

④ 車椅子を起こし昇降機に乗せる。 

⑤ 昇降機（非常ボタン）で車椅子を降ろす。 

⑥ 車椅子で一時避難場所へ行く。+スロープ準備  

⑦ 必要ならば二次避難場へ移動（？）する。 

≪持ち出し品…2人≫ 

〇外出用バッグ  吸引用チューブ、消毒用アルコール等、ビニル手袋等 

予備のカニューレ、予備回路 

薬、シリンジ、水、コップ、スプーン 

紙パッド、フラットシート 

〇カフアシストのバッグ  カフアシスト、ピカポン一式、注入食、 

注入用ボトル・アダプタ、文字盤 

・車椅子の荷台 （携帯用吸引器、・外付けバッテリー、アンビューバッグ）     

・車椅子備え付け呼吸器バッグのポケット(予備内蔵バッテリー 2) 



 

参 考 

≪玄関から避難する場合…4～6人≫ 

① ② ③ ④ は同上  

⑤ 車椅子を人力で玄関上り口より降ろす。 

⑥ ⑦ は同上 

≪車椅子が使えない場合の避難…6～8人≫ 

① 敷きマット等を使い人力で患者を運ぶ。 

② ①と一緒に呼吸器を 1人が運ぶ。 

③ 一時避難場所の使用できるベッドへ運ぶ。 

④ 必要ならば二次避難場へ移動（？）する。 

６ その他 

 ・避難訓練の記録（写真、動画等の撮影）… 高松市健康づくり推進課 

 ・日本 ALS協会香川県支部だより、ホームページへの掲載許可 

 ・当日の駐車場（近所のショッピングセンター駐車場を利用） 

 


